
                          

 

 

   学校給食費の改定に係る諮問について 

 

 

 令和７年 11月 11日に帯広市学校給食センター運営委員会に対し、学校給食費の改定

について、諮問したもの。 

 答申については、令和８年１月中を予定。 

〔以下諮問書〕 

 

帯 教 給 第 1 8 0 号   

令 和 ７ 年 1 1 月 1 1 日   

帯広市学校給食センター運営委員会 

会長 坂本 そのえ  様 

帯広市教育委員会 

教育長   村松 正仁 

（学校教育部学校教育室学校給食センター担当） 

 

 

給食費の改定について（諮問） 

 

帯広市の学校給食においては、令和６年度に給食費を改定したところですが、改定以降

も不安定な世界情勢や円安、賃金上昇などに伴う全国的な物価高騰の影響により、学校給

食で使用する食材価格の上昇が続いている状況にあります。 

帯広市学校給食センターでは、献立の工夫や使用する食材の選定、旬の食材の活用等に

より経費削減に努めておりますが、児童生徒の心身の健全な育成を図るため、安全・安心

で栄養バランスのとれた学校給食を提供することはもとより、地産地消、食の大切さ、食

に関わる様々な文化について理解を深めるなど、学校給食が有する多様な役割を安定的に

果たしていくことが厳しい状況となっています。 

今回は、令和８年度の米価格に関し大幅な上昇が見込まれていることから、そうした状

況を踏まえて給食費の改定についてご審議をいただきたく存じます。 

つきましては、帯広市学校給食センター条例第４条第１項別表に定める学校給食費につ

いて同条例第５条第２項の規定に基づき、貴委員会に諮問いたします。  

 

 

  

令和７年１１月１４日 

経済文教委員会提出資料 



（資料） 

 

１ １人１日当たり給食費の推移 

 
 

 

 

 

２ １食当たり賄材料費の推移 

 
※令和７年度米飯は令和８年度見込額を記載 

 

 

 

 

 



３ 賄材料費の現状 

（１）主食材の原料及び牛乳の価格の推移（消費税込み） 

 
 

（２）主な副食材の価格の推移（消費税込み） 

 
 


